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撮影者のプロフィール

今月の表紙

中島勝美氏

1951年伊丹市生まれ。
大学卒業後、現在まで植木の販売に携わる。
1992年６月、伊丹ロータリークラブ入会
2010-11年度　伊丹ロータリークラブ会長

昆陽寺
行基が創立した畿内49院の一つで、西国街道（現・国道
171号）沿いに位置し、地元では「行基さん」と呼ばれて
親しまれている。
創建以来、病人や貧しい人々を救済する社会福祉事業の拠
点ともなり次第に発展し、733年に聖武天皇の勅願寺と
なって伽藍が整備され、36坊の子院を設けるまでになった。
1579年、有岡城に籠城する荒木村重と織田信長との戦に
巻き込まれて焼失。
近年最大の災禍は阪神淡路大震災で、全ての建物が崩壊し
たが、1998年に復興が終了。
写真の山門（仁王門　兵庫県指定有形文化財）は入母屋造
本瓦葺で元々は中門。山門は２km以上南方の尼崎市の富
松神社付近にあったとされている。

こ  や でら

本年度の表紙
2021-22年度表紙は、伊丹市の風景や歴史、文化、産業
等々を多様な側面から紹介する予定です。伊丹市の持つ
魅力や意外性を少しでも感じていただけたら幸いです。
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ロータリーの中核的価値観
今日の世界は、1905年の世界と同じでありませ
ん。人口動態が変わり、変化のスピードが加速
し、テクノロジーによってつながりや奉仕の新た
な機会が生み出されています。不変なのは、ロー
タリーを定義づける下記の価値観に対するニーズ
です。
親睦、高潔性、多様性、奉仕、リーダーシップ
過去を敬い、未来を見据えながら、私たちは進化
を遂げ、ロータリーを時代に即した組織とするだ
けでなく、繁栄させることができます。

ROTARY’S CORE VALUES
The world today is not the same as it was when 
Rotary was founded in 1905. Demographics have 
shifted, the pace of change has accelerated, and 
technology has created new opportunities for 
connection and service. What hasn’t changed is a 
need for the values that define Rotary:
FELLOWSHIP, INTEGRITY, DIVERSITY, 

SERVICE, LEADERSHIP
By honoring our past and embracing our future, 
we can evolve and keep Rotary not only relevant, 
but thriving.
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国際ロータリー第2680地区
ロータリークラブ
会長・幹事の皆様

国際ロータリー第2680地区
ガバナー　吉　岡　博　忠　（伊丹）

春寒の候 まさに山眠る冬であります。会長・
幹事様にはお変わりなくご健勝でご活躍のこと
とお慶び申し上げます。温暖な瀬戸内から極寒
の日本海側まで広い五国兵庫県の広さをあらた
めて実感する次第であります。しかしながら、
まもなく全ての生命が生き生きと春の息吹を感
ずる季節となります。この「季節」のありがた
さを感じますのは私たちが「平和」である所以
からであります。

2月は「平和構築と紛争予防月間」
私たちの2680地区では、「平和」について

考え行動する機会があまりに少ないのが現状
です。しかし地区内には海外からの奨学生・
留学生の母国が戦争や暴力の影響を受けてい
る事例をご紹介し、平和であるべき日本を考
え、何を実践できるかを考える一助になれば
と存じます。

PHD協会所属・ナンミミさん（米山地区奨
励生、スポンサークラブ：川西RC、カウンセ
ラー：山岡英次会員）が、先般日本語スピーチ
コンテストで優勝した時の原稿全文をご紹介し
ます。

テーマ：「一度考えてみましょう」
『皆さんこんにちは、私はミャンマーのカレ

ン族です。皆さんはカレンという民族をご存知
ですか？ カレン族はほとんどがミャンマーに
住んでいる民族ですが、ミャンマー以外のいろ
いろな国にも住んでいます。では、どうして他
の国にも住んでいるのでしょうか。きっと皆さ

んは疑問を持つと思います。
まず皆さんは戦争の影響を身近に感じたこと

はありますか？ 実は、私の親、親戚、民族は
実際に戦争を体験しました。私の親も家が燃や
されて、夜は安心して眠ることもできなかった
そうです。私たちカレン族は、あちこちに逃げ
て隠れなければならなかったのです。皆さんは
ミャンマーのことをニュースで見ていると思い
ますが、ミャンマー全土で２月から内戦状態に
なり、この状況は酷いと皆さんも感じたことが
あるでしょう。私たちカレン族は、それを70年
前からずっと感じているのです。

私はどうしてこうなってしまったのかを考え
てみました。個人的には自分の権力、経済、お
金のために人を殺したり、戦争を引き起こした
りしているのだと思います。皆さんどう思いま
すか？ 戦争というのは決して一つの国、一つ
の民族の問題ではなく、世界全体の問題だと思
います。戦争は皆さんと関係ないと考えていま
せんか？ もし自分が戦争の影響を身近に感じ
るようになったらどうしますか？ 一度考えて
みてはどうでしょうか。人間というものは一人
では生きられません。それなのに、自分のパ
ワーのために戦争を引き起こしてしまうなん
て、本当に悲しいことです。世界で私たちみん
な人道的に生きれば、とても平和な社会になる
はずだと私は考えています。たとえ戦争を引き
起こして権力を得たとしても、それは自分が死
んだ後の世界には持って行けないですね。

皆さんは戦争の影響で困っている国を見てど
う思いますか。戦争にならないように何かの活

動をしたことがありますか？ 皆さん戦争のな
い世界にするためにどうすればいいのかを一度
考えてみましょう。ご清聴ありがとうございま
した』　　　　　　　　 

平和はロータリアンの大きな目標の一つと
なってきました。ロータリーの「平和」への歴
史をたどりますと、1914年の国際大会では、
ロータリーが「世界の国家間の平和を維持する
ために、自らの影響力を駆使する」という決議
を採択しました。

1921年、エジンバラで開催されたロータリー
国際大会では、「ロータリーの奉仕理念で結ば
れた各国のビジネスパーソン、事業者、専門職
業人の親交により、国際平和と友好の実現を支
援する」という目標をロータリー定款に規定し
ました。第二次世界大戦といくつもの地域紛争
の最中、ロータリアンは世界に平和をもたらそ
うと努力してきました。1930年代から40年代、
ロータリークラブは国際理解研究会を開いてい
ます。最近では、ロータリー財団の支援の下で
平和フォーラムとセミナーが開催され、参加者
らは一丸となって文化理解の推進を誓い、紛争

の予防と解決方法につ
いてディスカッション
を 繰 り 広 げ ま し た 。
ロータリー財団は、対
立グループに属する若
者たちを結びつけるプ
ロジェクトにも補助金
を提供しています。イ
スラエルとパレスチナ
の若者や、アイルラン
ドと北アイルランドの
若者の交流を促すプロ
ジェクトがその一例で
す 。 ケ ニ ア で は 、 元
ロータリー奨学生がグローバル補助金の支援を
受け、『Children Peace Initiative Kenya』を
立ち上げました。このプログラムでは、対立し
あう部族に属し、暴力の連鎖から抜け出すこと
のできない子どもや教師のために、平和学習
キャンプを実施しています。平和はお金で贖う
ことはできません。ロータリーは、世界中で一
歩ずつ平和に向けた努力を続けています。私た
ち2680地区のロータリアンも世界の紛争・暴力
の連鎖に、あらためて目を向ける時ではないで
しょうか。

地区大会を３月５日(土)・６日(日)に開催
昨年３月14日(日)に会長エレクト研修セミ

ナー、21日(日)に次期幹事研修セミナー、４月
29日(祝)に地区研修・協議会、７月～12月ガバ
ナー公式訪問で皆さまにお目にかかり、お話が
できる機会を得ました。会長・幹事様が一堂に
会して拝眉できます数少ない機会であります。
人材の宝庫であります2680地区のロータリアン
と知己を得る数少ない機会でもあります。
COVID-19第６波が早く終息し、会員皆さま
共々お揃いで元気なお姿でお目にかかれるのを
心から念じています。
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公式訪問随行者より

当クラブから三人目のガバナー輩出ということで、入会年度のまだ浅い私にとっては、なにをど

うすればいいのか全く分からず、ただただ吉岡ガバナーの足手まといになってはいけないという気

持ちで随行して参りました。

地区内全クラブ及びローターアクトクラブの訪問、そしてCOVID-19の影響でイレギュラーな動き

の中、委員の方々、そして何より吉岡ガバナー！本当にお疲れ様でした。我々にとってはとても貴重

な経験で、ロータリーについても沢山学ぶことができました。有難うございました。

公式訪問 委員　京井　一貴（伊丹）

年度当初から９月頃まではCOVID-19の影響で、訪問予定クラブの例会が休会となって日程変更を

余儀なくされることもありましたが、９月下旬以降は予定通り訪問できるようになりました。

わたしは随行員として計12クラブの例会に訪問させていただき、これまで所属する伊丹RC以外の

例会に訪れることはほとんどなかったこともあり、各クラブが特徴に合わせて独自に運営されてお

られ、貴重な経験をさせていただくことができました。

公式訪問 委員　上野　貴志（伊丹）

この度、吉岡ガバナー公式訪問の随行者を仰せつかりました佐藤実路です。まだまだ入会年の浅

い私ですが、伝統や歴史ある各クラブの会長・幹事懇談会や例会を通じまして貴重な経験と勉強を

させて頂きました事を御礼申し上げます。

そして、COVID-19禍という厳しい環境の中でも各クラブ様におかれましては、ご協力頂きまして

全クラブの公式訪問を無事に終えられた事を、この場をお借りしまして感謝申し上げます。

公式訪問 委員　佐藤　実路（伊丹）

吉岡博忠ガバナー公式訪問に際しまして、随行をさせていただきました各クラブの会長様、幹事

様、会員の皆様の手厚いおもてなしに心より感謝いたしております。

入会年度の浅い私にとって、会長・幹事懇談会から例会まで出席させていただき、ロータリーに

ついての多くの学びが得られ大変貴重な経験をいただきましたこと、厚く御礼申し上げます。

この機会を礎に今後もロータリーについて学び、活動につなげたいと考えております。

公式訪問 委員　審良　和哉（伊丹）

～公式訪問に随行された、委員各位よりご寄稿頂きました。～

春寒の候 まさに山眠る冬であります。会長・
幹事様にはお変わりなくご健勝でご活躍のこと
とお慶び申し上げます。温暖な瀬戸内から極寒
の日本海側まで広い五国兵庫県の広さをあらた
めて実感する次第であります。しかしながら、
まもなく全ての生命が生き生きと春の息吹を感
ずる季節となります。この「季節」のありがた
さを感じますのは私たちが「平和」である所以
からであります。

2月は「平和構築と紛争予防月間」
私たちの2680地区では、「平和」について

考え行動する機会があまりに少ないのが現状
です。しかし地区内には海外からの奨学生・
留学生の母国が戦争や暴力の影響を受けてい
る事例をご紹介し、平和であるべき日本を考
え、何を実践できるかを考える一助になれば
と存じます。

PHD協会所属・ナンミミさん（米山地区奨
励生、スポンサークラブ：川西RC、カウンセ
ラー：山岡英次会員）が、先般日本語スピーチ
コンテストで優勝した時の原稿全文をご紹介し
ます。

テーマ：「一度考えてみましょう」
『皆さんこんにちは、私はミャンマーのカレ

ン族です。皆さんはカレンという民族をご存知
ですか？ カレン族はほとんどがミャンマーに
住んでいる民族ですが、ミャンマー以外のいろ
いろな国にも住んでいます。では、どうして他
の国にも住んでいるのでしょうか。きっと皆さ

んは疑問を持つと思います。
まず皆さんは戦争の影響を身近に感じたこと

はありますか？ 実は、私の親、親戚、民族は
実際に戦争を体験しました。私の親も家が燃や
されて、夜は安心して眠ることもできなかった
そうです。私たちカレン族は、あちこちに逃げ
て隠れなければならなかったのです。皆さんは
ミャンマーのことをニュースで見ていると思い
ますが、ミャンマー全土で２月から内戦状態に
なり、この状況は酷いと皆さんも感じたことが
あるでしょう。私たちカレン族は、それを70年
前からずっと感じているのです。

私はどうしてこうなってしまったのかを考え
てみました。個人的には自分の権力、経済、お
金のために人を殺したり、戦争を引き起こした
りしているのだと思います。皆さんどう思いま
すか？ 戦争というのは決して一つの国、一つ
の民族の問題ではなく、世界全体の問題だと思
います。戦争は皆さんと関係ないと考えていま
せんか？ もし自分が戦争の影響を身近に感じ
るようになったらどうしますか？ 一度考えて
みてはどうでしょうか。人間というものは一人
では生きられません。それなのに、自分のパ
ワーのために戦争を引き起こしてしまうなん
て、本当に悲しいことです。世界で私たちみん
な人道的に生きれば、とても平和な社会になる
はずだと私は考えています。たとえ戦争を引き
起こして権力を得たとしても、それは自分が死
んだ後の世界には持って行けないですね。

皆さんは戦争の影響で困っている国を見てど
う思いますか。戦争にならないように何かの活

動をしたことがありますか？ 皆さん戦争のな
い世界にするためにどうすればいいのかを一度
考えてみましょう。ご清聴ありがとうございま
した』　　　　　　　　 

平和はロータリアンの大きな目標の一つと
なってきました。ロータリーの「平和」への歴
史をたどりますと、1914年の国際大会では、
ロータリーが「世界の国家間の平和を維持する
ために、自らの影響力を駆使する」という決議
を採択しました。

1921年、エジンバラで開催されたロータリー
国際大会では、「ロータリーの奉仕理念で結ば
れた各国のビジネスパーソン、事業者、専門職
業人の親交により、国際平和と友好の実現を支
援する」という目標をロータリー定款に規定し
ました。第二次世界大戦といくつもの地域紛争
の最中、ロータリアンは世界に平和をもたらそ
うと努力してきました。1930年代から40年代、
ロータリークラブは国際理解研究会を開いてい
ます。最近では、ロータリー財団の支援の下で
平和フォーラムとセミナーが開催され、参加者
らは一丸となって文化理解の推進を誓い、紛争

の予防と解決方法につ
いてディスカッション
を 繰 り 広 げ ま し た 。
ロータリー財団は、対
立グループに属する若
者たちを結びつけるプ
ロジェクトにも補助金
を提供しています。イ
スラエルとパレスチナ
の若者や、アイルラン
ドと北アイルランドの
若者の交流を促すプロ
ジェクトがその一例で
す 。 ケ ニ ア で は 、 元
ロータリー奨学生がグローバル補助金の支援を
受け、『Children Peace Initiative Kenya』を
立ち上げました。このプログラムでは、対立し
あう部族に属し、暴力の連鎖から抜け出すこと
のできない子どもや教師のために、平和学習
キャンプを実施しています。平和はお金で贖う
ことはできません。ロータリーは、世界中で一
歩ずつ平和に向けた努力を続けています。私た
ち2680地区のロータリアンも世界の紛争・暴力
の連鎖に、あらためて目を向ける時ではないで
しょうか。

地区大会を３月５日(土)・６日(日)に開催
昨年３月14日(日)に会長エレクト研修セミ

ナー、21日(日)に次期幹事研修セミナー、４月
29日(祝)に地区研修・協議会、７月～12月ガバ
ナー公式訪問で皆さまにお目にかかり、お話が
できる機会を得ました。会長・幹事様が一堂に
会して拝眉できます数少ない機会であります。
人材の宝庫であります2680地区のロータリアン
と知己を得る数少ない機会でもあります。
COVID-19第６波が早く終息し、会員皆さま
共々お揃いで元気なお姿でお目にかかれるのを
心から念じています。

ナンミミさん
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2022-23年度補助金管理セミナー

吉岡ガバナーの開会の挨拶の後、阪上ガバ
ナーエレクトによる挨拶、丸尾ロータリー財団
委員長のセミナー趣旨説明が行われて「補助金
管理セミナー」がはじまりました。このセミ
ナーはガバナーエレクトが最初に開催するセミ
ナーでロータリー財団の補助金を申請するため
には参加が必須とされています。

セッション１：ロータリー財団の使命
三木ロータリー財団管理委員より「ロータ
リー財団の使命」及びロータリー財団の現状
についての基調講演が行われました。ロータ
リー財団の現状の詳細な解説とロータリー財
団は「世界でよいことをしよう」を合言葉に
世界中で人道的奉仕を行っていることを強調
されました。

セッション２：地区財団活動資金の現状と参加
資格認定
佐茂補助金小委員長から2680地区の地区財団
活動資金（DDF）の現状、「補助金申請・補
助金管理マニュアル（第４版）」、参加資格認
定について説明がありました。

セッション３：地区補助金（奉仕プロジェクト)
プログラム及び申請の留意点
小坂社会奉仕小委員長から地区補助金奉仕プ
ロジェクトプログラムの申請について、事業計
画のポイントや申請の留意点について詳しい説
明が行われ、社会奉仕小委員会の役割について
言及がありました。

セッション４：地区奨学金（タイプ１、２、
３）、グローバル補助金（奨学金）プログラム
及び申請の留意点　
鎌谷奨学金・平和フェローシップ小委員長か

ら、それぞれの奨学金の違いを表にまとめてわ
かりやすい解説と説明がありました。

セッション５：グローバル補助金（人道的プロ
ジェクト）プログラム及び申請の留意点
安行国際奉仕委員長からグローバル補助金
（人道的プロジェクト）プログラムの申請につ
いて詳細に説明がなされ、特に地域調査による
ニーズの特定、持続可能・成果の測定可能な事
業を構築することなどの留意点を強調されてい
ました。

セッション６：地区補助金（VTT）・グロー
バル補助金（VTT）プログラム及び申請の留
意点
中井VTT小委員長からVTTプログラムの申
請について説明があり、現在計画中のカンボジ
ア病理医育成支援プロジェクトの解説がありま
した。

セッション７：グループディスカッション　補
助金申請に関する意見交換
次年度ガバナー補佐及び補助金小委員会委員
を中心にグループ毎に補助金申請に関する意見
交換が行われました。

最後に、安行ガバナーノミニーから閉会のご
挨拶がありました。阪上ガバナーエレクトを輩
出される宝塚中ロータリークラブの皆様のご協
力により「補助金管理セミナー」は終了いたし
ました。
（司会：秦ロータリー財団委員会副委員長）

※地区ホームページ「ダウンロード」に補助金申請・
補助金管理マニュアル第４版がアップロードされ
ています。

ロータリー財団委員会副委員長・補助金小委員長　佐茂　省治（尼崎中）

12月12日（日）◆神戸ポートピアホテル本館B１F　和楽　　  
ZOOMウェビナーによる同時オンライン配信
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米山面接官オリエンテーションおよび2022学年度米山記念奨学生面接選考会

2021年11月27日(土)神戸ポートピアホテルに
て、米山面接官オリエンテーションを開催しま
した。
昨年度はCOVID-19感染拡大防止対策として
リモートでの開催でしたが、本年度は対面式で
開催することが出来ました。

ロータリー米山記念奨学会からの指導要領に
基づき、面接官としてご協力頂けます吉岡ガバ
ナー、阪上ガバナーエレクト、安行ガバナーノ
ミニー、そして当委員会委員に対し、面接官の
手引きに関する説明として、パワーポイントを
取り入れながら当地区の選考方針と、その選考
方法について詳しく説明致しました。

2021年12月11日(土)三宮研修センターにて、
2022学年度米山記念奨学生面接選考会を開催し
ました。COVID-19蔓延防止のため、万全の対
策をもって臨みました。

面接は吉岡ガバナー、阪上ガバナーエレク
ト、安行ガバナーノミニー、滝澤米山記念奨学
会常務理事（パストガバナー）にもご参加頂
き、当委員会22名の計26名で行い、45名の応募
者の中より17名を2022学年度米山奨学生に新規
採用（2022学年度採用枠24名・継続奨学生７
名）しました。
面接では、面接官が日本留学の目的や、交流
や親善への熱意、ロータリーに対する認識等の
質問をし、学生のコミュニケーション能力や人
間性を見ていただき評価をしました。面接官の
間でも様々な意見がある中、最終的には、出身
校や国籍、また、採用年数などバランスの取れ
た選考ができたと実感しております。

米山記念奨学委員長　武本　正照（尼崎北）

11月27日（土）◆神戸ポートピアホテル　パール
12月11日（土）◆三宮研修センター　　　　　　

米山学友会メンバーにお手伝いしていただきました

2022-23年度補助金管理セミナー

吉岡ガバナーの開会の挨拶の後、阪上ガバ
ナーエレクトによる挨拶、丸尾ロータリー財団
委員長のセミナー趣旨説明が行われて「補助金
管理セミナー」がはじまりました。このセミ
ナーはガバナーエレクトが最初に開催するセミ
ナーでロータリー財団の補助金を申請するため
には参加が必須とされています。

セッション１：ロータリー財団の使命
三木ロータリー財団管理委員より「ロータ
リー財団の使命」及びロータリー財団の現状
についての基調講演が行われました。ロータ
リー財団の現状の詳細な解説とロータリー財
団は「世界でよいことをしよう」を合言葉に
世界中で人道的奉仕を行っていることを強調
されました。

セッション２：地区財団活動資金の現状と参加
資格認定
佐茂補助金小委員長から2680地区の地区財団
活動資金（DDF）の現状、「補助金申請・補
助金管理マニュアル（第４版）」、参加資格認
定について説明がありました。

セッション３：地区補助金（奉仕プロジェクト)
プログラム及び申請の留意点
小坂社会奉仕小委員長から地区補助金奉仕プ
ロジェクトプログラムの申請について、事業計
画のポイントや申請の留意点について詳しい説
明が行われ、社会奉仕小委員会の役割について
言及がありました。

セッション４：地区奨学金（タイプ１、２、
３）、グローバル補助金（奨学金）プログラム
及び申請の留意点　
鎌谷奨学金・平和フェローシップ小委員長か

ら、それぞれの奨学金の違いを表にまとめてわ
かりやすい解説と説明がありました。

セッション５：グローバル補助金（人道的プロ
ジェクト）プログラム及び申請の留意点
安行国際奉仕委員長からグローバル補助金
（人道的プロジェクト）プログラムの申請につ
いて詳細に説明がなされ、特に地域調査による
ニーズの特定、持続可能・成果の測定可能な事
業を構築することなどの留意点を強調されてい
ました。

セッション６：地区補助金（VTT）・グロー
バル補助金（VTT）プログラム及び申請の留
意点
中井VTT小委員長からVTTプログラムの申
請について説明があり、現在計画中のカンボジ
ア病理医育成支援プロジェクトの解説がありま
した。

セッション７：グループディスカッション　補
助金申請に関する意見交換
次年度ガバナー補佐及び補助金小委員会委員
を中心にグループ毎に補助金申請に関する意見
交換が行われました。

最後に、安行ガバナーノミニーから閉会のご
挨拶がありました。阪上ガバナーエレクトを輩
出される宝塚中ロータリークラブの皆様のご協
力により「補助金管理セミナー」は終了いたし
ました。
（司会：秦ロータリー財団委員会副委員長）

※地区ホームページ「ダウンロード」に補助金申請・
補助金管理マニュアル第４版がアップロードされ
ています。

ロータリー財団委員会副委員長・補助金小委員長　佐茂　省治（尼崎中）

12月12日（日）◆神戸ポートピアホテル本館B１F　和楽　　  
ZOOMウェビナーによる同時オンライン配信
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地区補助金（奉仕プロジェクト）報告

▶10月３日（日）
▶朝来市文化会館和田山ジュピターホール
プロジェクト予算総額：144,000円　地区補助金額：72,000円

和田山RCが支援し共催している朝来市少年少女オーケストラ定期演奏会
が、昨年はコロナ禍により中止を余儀なくされました。

今年もコロナ第５波の影響で開催が危ぶまれましたが、一般来場者200名
に限定し団員、合唱団員、スタッフ総勢400名での記念演奏会が無事に催
されました。

当オーケストラ創立30周年の歴史を振り返るにあたり、演奏会場ロビー
にて回顧ポスター展を開催し、観客や関係者の方々に興味深く観覧してい
ただき、節目の演奏会に彩りを添えることができ
ました。

展示にあたり、現役の団員やOB、保護者の
方々、朝来市だけでなく但馬地域全体の音楽教育
文化の発展に寄与してこられた皆さまへ敬意を表
すことができたと思います。

今後も青少年育成事業への一助として支援活動
を続けていく所存です。

（文責：プロジェクト主担当　世登 道徳）

朝来市少年少女オーケストラ
30周年パネル展

和田山ロータリークラブ

▶10月13日（水）
▶兵庫県立総合リハビリテーションセンター自立生活訓練センター会議室
プロジェクト予算総額：730,000円　地区補助金額：365,000円

児童障がい者施設への
絵本と文具寄贈による交流

神戸西神ロータリークラブ

神戸市西区自立支援協議会児童ネット
ワークに加盟している40施設に通所して
いる児童約400名が、お絵描きをすると
きの文具を利用したり絵本を読むことに
よって、COVID-19禍で活動が制限され
ている中、有意義な時間を過ごすことが
できた。10月13日の贈呈式では、５名の
児童と保護者が出席し、実際に読み聞か
せ会を行い、２冊の絵本の朗読のビデオ
鑑賞と、シュモア・アナスタシアさん
（当クラブ米山奨学生）が朗読を行い、
終始和やかな雰囲気で、児童は笑顔で参
加し楽しんでいた。

今回の事業をSDGs17の目標の項目に
あてはめると、「３. すべての人に健康と福祉を」「４. 質の高い教育をみんなに」「17. パートナー
シップで目標を達成しよう」となる。

（文責：社会奉仕委員長　中岡 功）
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クラブ管理運営委員会より

今月の例会開催数
69件の回答

例会の開催方法（20日の直前の例会について）
69件の回答

他クラブからのメイクアップ受け入れ
69件の回答

2回
20.3％

3回
71％

テーブル配置
69件の回答

お食事について
69件の回答

ロータリーソング斉唱
69件の回答

スクール形式
24.6％

円卓・長机等
の対面式
73.9％

4回
7.2％

1回

オンライン例会

なし
21.7％

あり
73.9％

その他

あり
69.6％

音源のみ
21.7％

通常例会
65.2％

ハイブリット例会
29％

短縮例会

★例会の運営、感染防止対策

例会に関して

そ　の　他

※HYOGOロータリーEクラブは例会がホームページ上で行われるため対象外といたします。　※未回答２クラブ

�円卓に変更したため、アクリル板を設置
�例会受付、検温と手指消毒、マスク着用、アクリル板設置
�ソーシャルディスタンスの徹底・食事中は基本黙食（会話時はマスク着用）
�１テーブル４人、広い会場で５人
�マスク着用、卓上パーテーション、演台・司会台飛沫防止ボード、
　蓋付容器での食事提供、ソーシャルディスタンス、等
�パーテーションあり。ソングは小声で。マスク着用
�12月からスクール形式から円卓に戻しました。１卓４人以下で間にアクリル板を設置。
　検温、手指消毒、マスク着用は引き続き実施しています。
�検温・手指消毒は、ホテル入口で、例会場では対面にならないように、席をずらして 

座ってます。
�検温、消毒、マスク、開始前の深呼吸体操を中止、個別飛沫防止透明パーテーション
�ガイドラインに沿った感染防止対策を講じて開催中

�メイクアップは原則受入れなし。
�事前連絡のある会長幹事の表敬訪問のみ可能
�メイクアップ（ビジター）につきましては、下記の条件付きで受け入れております。
　条件︓PCR検査で陰性または２回目ワクチン接種後２週間以上経過
�MU受け入れについては理事会で承認を得て来会していただいている。
�ワクチン・抗体検査

なし

なし
(オンライン含む)

あり(通常通り)
84.1％

お弁当
(持ち帰り含む)
11.6％

食事券等
の配布

■クラブの運営報告　12月の回答結果 ※2021年12月27日現在

※各グラフの少数枠の％は、割愛致します。

なし
8.7％

地区補助金（奉仕プロジェクト）報告

▶10月３日（日）
▶朝来市文化会館和田山ジュピターホール
プロジェクト予算総額：144,000円　地区補助金額：72,000円

和田山RCが支援し共催している朝来市少年少女オーケストラ定期演奏会
が、昨年はコロナ禍により中止を余儀なくされました。

今年もコロナ第５波の影響で開催が危ぶまれましたが、一般来場者200名
に限定し団員、合唱団員、スタッフ総勢400名での記念演奏会が無事に催
されました。

当オーケストラ創立30周年の歴史を振り返るにあたり、演奏会場ロビー
にて回顧ポスター展を開催し、観客や関係者の方々に興味深く観覧してい
ただき、節目の演奏会に彩りを添えることができ
ました。

展示にあたり、現役の団員やOB、保護者の
方々、朝来市だけでなく但馬地域全体の音楽教育
文化の発展に寄与してこられた皆さまへ敬意を表
すことができたと思います。

今後も青少年育成事業への一助として支援活動
を続けていく所存です。

（文責：プロジェクト主担当　世登 道徳）

朝来市少年少女オーケストラ
30周年パネル展

和田山ロータリークラブ

▶10月13日（水）
▶兵庫県立総合リハビリテーションセンター自立生活訓練センター会議室
プロジェクト予算総額：730,000円　地区補助金額：365,000円

児童障がい者施設への
絵本と文具寄贈による交流

神戸西神ロータリークラブ

神戸市西区自立支援協議会児童ネット
ワークに加盟している40施設に通所して
いる児童約400名が、お絵描きをすると
きの文具を利用したり絵本を読むことに
よって、COVID-19禍で活動が制限され
ている中、有意義な時間を過ごすことが
できた。10月13日の贈呈式では、５名の
児童と保護者が出席し、実際に読み聞か
せ会を行い、２冊の絵本の朗読のビデオ
鑑賞と、シュモア・アナスタシアさん
（当クラブ米山奨学生）が朗読を行い、
終始和やかな雰囲気で、児童は笑顔で参
加し楽しんでいた。

今回の事業をSDGs17の目標の項目に
あてはめると、「３. すべての人に健康と福祉を」「４. 質の高い教育をみんなに」「17. パートナー
シップで目標を達成しよう」となる。

（文責：社会奉仕委員長　中岡 功）
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ガバナー補佐・地区委員長・小委員長協議会

新年早々ではありますが、吉岡年度懸案の

ガバナー補佐・地区委員長・小委員長協議会

を開催致しました。吉岡年度に入りまして、

COVID-19の影響はありますが、昨年度と違い

各地区委員会の方々も対面・オンラインを上手

く活用され活発に活動されております。吉岡

年度は前半を経過致しましたが、今年度の地

区グループの推進役であります、ガバナー補佐

の方々にも情報共有をして、残り後半もグルー

プでの活動や所属クラブ等で、積極的に活用を

お願いして更なる活性化を図っていただくこと

としました。また、急遽次期ガバナー補佐の

方々にもお声がけして多くの参加をいただきま

した。

16委員会の委員長に今年度の現在までの活動

報告と今後の活動内容や目的についてご報告い

ただきましたが、時間が足らない程の熱の入っ

た報告ばかりで、予定されておりましたディス

カッションは、その後に予定されている懇親会

へ持ち越すことになってしまいました。

新年会も兼ねての懇親会では、大いに盛り上

がり様々なご意見などを聞かせていただき、後

半の地区運営に大いに活かせることが出来ると

確信しております。

今回初めての開催でありましたが、参加の皆

様より高評価をいただき、誠にありがとうござ

います。これから、各グループのIMや地区大

会などの大きな行事が控えております。多くの

ロータリアンの参加を期待しております。

代表幹事　白井　良夫（伊丹）
１月９日（日）◆神戸三宮東急REIホテル　ボールルーム

8 2021-22 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.8



Region 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーター

NEWSNEWS
2022年１月号  №1
発行：Region 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

予想もしない長いコロナ禍で、私達に力をくれたのは若い日本人達でした。すぐ頭に浮かぶのは松山英樹さん、藤井聡太さ
ん、反田恭平さん、そして大谷翔平さん達です。彼らの共通点は、小さい頃に憧れの人がいて、そして具体的な目標があったと
いうことです。その具体的な目標に向って時間を積み重ね、誰もが不可能だといった目標を達成しています。

具体的な目標をインプットすると、不思議なことにその方向に思考そして行動が向きます。それをロータリーに当てはめてみる
と、実現できないとされた“ポリオ根絶”を地道に35年かけ、今まさに達成されようとしています。この様に世界規模で活動して
いることは、現在も着 と々世間に取り上げられてはおりますが、達成した暁には公共イメージとして大いにアピールできると考え
ます。

その様な中、今年度「ロータリー奉仕デー」のもと、環境問題に取り組み「海岸美化プロジェクト」を第2820地区が発案し、
ロータリアンとその家族と共に世界規模で行われ大成功をおさめました。ローターアクター、インターアクター、米山奨学生、そ
して地域のたくさんの方々に参加して頂き、多くのマスメディアを通じて公共イメージアップに貢献致しました。

コロナ禍も先行きは不透明ですが、2021年11月現在の状況として日本の新規感染者は、世界が奇跡と驚くほど減少していま
す。その理由はまだ誰もわかっていませんが、日本人の特性の清潔感そして他人を思いやる心が何らかの形で寄与している可
能性があると思います。さらにロータリーは素晴らしい資質、キャリアそして人間力を持ち合わせた他に類のない人材の宝庫で
す。この「海岸美化プロジェクト」が多方面に伸び、又それらが長期にわたる可能性を秘めていると確信しております。

冒頭のもう一つのヒントは、なるべく若い時からロータリーの情報に接してほしいということです。公共イメージにおいて10年、
20年の長期目標として、若者にロータリーの真髄を浸透させ、将来ロータリーに参加してもらう具体的なプロジェクトのプランも
大切であると考えます。卓話などはロータリー内だけでなく、地域の学校などに出向くことも視野にいれ、又もし地域で若者の
インフルエンサー等が存在していたら、ロータリーのアドバイザーになって頂くのも一考であります。そして漫画、アニメなどで
ロータリアンが如何に心豊かに人生を送れるかなどをわかりやすくアピールしたいものです。

この様に、地域を良くしたいとの熱意を世界に発信してアピールできること程公共のイメージアップに繋がることはありませ
ん。これからの活動を応援し、また皆様の御協力を御願い致します。

第１地域 ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　保延 輝文（石岡RC）

皆さんのクラブでは、せっかく入ってきた新会員が３年も経たずにクラブを辞めていくケースがありませんか？しかも、それ
が頻繁であるとコトは厄介かも知れませんよね。

その原因を探ったことがありますか？
その原因について、私の経験を踏まえて分析し、その障害を取り除き、新会員がクラブが楽しいと思うようになるための方策

をお教えしましょう。
原因①シニア会員が自ら自覚すべきことを正しく認識していないこと

特に会長を経験したシニア会員は、もうクラブ内の運営については卒業した気分になって協力的ではなくなることだ。クラブ
のことより、自分のことが優先するとの考えを持つ人がいる。

「俺はいままでクラブに充分に協力してきた。もういいだろう」という感覚だ。でも、クラブを辞めようとはしない。ロータリア
ンとしてのステータスは保持したいのだ。特に、各種の寄付金やニコニコボックスへの協力などには極めて消極的で、若手に対
する手本になっていない。

また、せっかく入ってきた新会員なのに、シニア会員が上手におもてなしを出来ないことから新会員が居心地の悪さを感じ退
会していくという場面が何度となくあった。その理由に一つに、シニア会員が自分たちの仲間とだけ同じテーブルに座り、他の
会員を寄せ付けない傾向があることだ。こういったシニア会員たちは言う。

「別に新会員を邪険にしているわけではない。向こうから胸襟を開いてくればいいことだ」例会は週に一回のこと、自分の仲
間と一緒にいたい気持ちも分からないわけではないが、緊張している新会員のために、彼らの緊張を緩和してあげる役割も現
役会員にはあると思う。新会員にしてみれば、せっかく入ったロータリーだ。出来るだけいろいろな人と仲良くなりたいと考える
のは自然なことだ。それに応えるのは、現役会員たちの責務だ。立派な先輩は、まず自分から新会員に話しかけ、席に案内し、
隣りに座って雑談に応じる、という態度を取ってくれる。

私がクラブ会長のとき、日本のロータリークラブの創始クラブである東京ロータリークラブへメークにいったことがある。帝
国ホテルの大会場に高崎クラブの会員10人を連れてお邪魔をした。その際に受けた先方の会員たちのフレンドリーでフランク
な応対には痺れたものだ。流石は東京ロータリークラブだ、という感想を皆が持った。見渡せば、テレビで見掛ける顔ぶれがた
くさんいる。そういった人たちが皆、親切なのだ。ロータリアンの鑑を見た気がした。
原因②新会員へのフォローが不足していること

新会員は、近い将来その周辺の友人たちを連れてきてくれるキーマンであり、その反面彼らを失う（クラブを辞める）ことは
その周辺の新会員ターゲット層を根こそぎ失うことを意味する。彼らが、クラブに居続けることは有意義だと思える環境を作る
ことが大切なのだ。それには、彼らの紹介者やクラブのシニア会員、会長や幹事の役員たちのバックアップ（フォロー）が必要
だ。また彼らに対し、単にお客様のようなおもてなしをするのではなく、彼らがロータリーを知り、好きになり、楽しむようになれ
る教育を提供することが大切なのだ。それは本来、彼らを迎え入れたクラブが責任を持って取り組むべきことなのだが、それ
が出来るクラブは少ない。彼らはロータリー知識を得る機会が与えられることなく、ただ例会に出席し、ポツネンと昼メシを
食って帰るだけのロータリー活動になってしまう。これでは続くはずがない。
解決策①例会場での着席場所を毎回抽選にした

そこで、毎週、例会において同じテーブルに同じ会員、グループが座らない工夫として、私は着席場所を一年間、毎回抽選に

した。そうすれば、会員は毎回いろいろな人と交流ができる。なんと楽しいことか、と独りで納得した。ところがそう決めた途
端、シニア会員から多くの叱声、罵声が飛んできた。しかもその声は私にではなく、私の女房役の幹事に対して向けられた。で
も、幹事はこう言ってひるまなかった。「これは、田中会長が決めたことです。田中さんは他人の言うことは聞かない人です。皆
さん、ご存知でしょう？」

その後は、誰からもその件についてのクレームはなかったという。良いと思ったことはやり遂げることが大切だ。
解決策②メークを奨励した

私の会長年度では、「KOC（Know Other Clubs）キャンペーン」（他クラブを知ろう）というメーク奨励のイベントを行った。
一年を通じ、他クラブへのメーク回数が一番多かった会員を会長が表彰するというものだ。その効用は次のとおり。

ⅰ 他クラブに行って友人に会い、情報交換ができる。
ⅱ メークを知らない新会員を連れて行き、他クラブの雰囲気を体験させることができる。
ⅲ 他クラブにおける見習うべき点を知り、自クラブの運営に取り込むことができる。

実際、こういうことがあった。
ⅰ 高崎市外の他クラブにメークに行って、ロータリーに入りたいという高崎の経営者を紹介してもらったケース
ⅱ 高崎市外の他クラブにメークに行って、高崎への転勤の報告とそのクラブに退会の挨拶をしている人を見かけ、クラ

ブに誘ったケース
ⅲ 他クラブにメークに行って、その場で同業者から仕事が回ってきたケース
ⅳ 他クラブにメークに行って、合同の社会奉仕活動が決まったケース

以上、すべて実話である。つまりは、数多くのメーク経験が多くのチャンスに巡り合わせてくれる、という当然の帰結である。
KOCキャンペーンの一等賞は、なんと一年に32回のメークをした会員だった。
最近は、私はKOCキャンペーンに続き、「メーク・ツアー」という他クラブ訪問の企画をしている。一人では訪問出来ないとい

う若手会員数人を引き連れ、私がその案内役を務めている。これまでに、国内のクラブはもとより海外のクラブにも数回行っ
た。その経験者は延べで150人を超えている。皆、メークのベテランになった。

その他、解決策はたくさんある。皆で考えて、苦労して、会員増強活動の結果入ってきてくれた新会員を簡単には失わないで
欲しい。

以上は、拙著『ロータリークラブに入ろう！』（幻冬舎ルネッサンス新書・2021年6月刊）から抜粋した。詳しくは、拙著を参照
してください。

第１地域ロータリーコーディネーター補佐　田中 久夫（高崎RC）

ガバナー補佐・地区委員長・小委員長協議会

新年早々ではありますが、吉岡年度懸案の

ガバナー補佐・地区委員長・小委員長協議会

を開催致しました。吉岡年度に入りまして、

COVID-19の影響はありますが、昨年度と違い

各地区委員会の方々も対面・オンラインを上手

く活用され活発に活動されております。吉岡

年度は前半を経過致しましたが、今年度の地

区グループの推進役であります、ガバナー補佐

の方々にも情報共有をして、残り後半もグルー

プでの活動や所属クラブ等で、積極的に活用を

お願いして更なる活性化を図っていただくこと

としました。また、急遽次期ガバナー補佐の

方々にもお声がけして多くの参加をいただきま

した。

16委員会の委員長に今年度の現在までの活動

報告と今後の活動内容や目的についてご報告い

ただきましたが、時間が足らない程の熱の入っ

た報告ばかりで、予定されておりましたディス

カッションは、その後に予定されている懇親会

へ持ち越すことになってしまいました。

新年会も兼ねての懇親会では、大いに盛り上

がり様々なご意見などを聞かせていただき、後

半の地区運営に大いに活かせることが出来ると

確信しております。

今回初めての開催でありましたが、参加の皆

様より高評価をいただき、誠にありがとうござ

います。これから、各グループのIMや地区大

会などの大きな行事が控えております。多くの

ロータリアンの参加を期待しております。

代表幹事　白井　良夫（伊丹）
１月９日（日）◆神戸三宮東急REIホテル　ボールルーム
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皆さんのクラブでは、せっかく入ってきた新会員が３年も経たずにクラブを辞めていくケースがありませんか？しかも、それ
が頻繁であるとコトは厄介かも知れませんよね。

その原因を探ったことがありますか？
その原因について、私の経験を踏まえて分析し、その障害を取り除き、新会員がクラブが楽しいと思うようになるための方策

をお教えしましょう。
原因①シニア会員が自ら自覚すべきことを正しく認識していないこと

特に会長を経験したシニア会員は、もうクラブ内の運営については卒業した気分になって協力的ではなくなることだ。クラブ
のことより、自分のことが優先するとの考えを持つ人がいる。

「俺はいままでクラブに充分に協力してきた。もういいだろう」という感覚だ。でも、クラブを辞めようとはしない。ロータリア
ンとしてのステータスは保持したいのだ。特に、各種の寄付金やニコニコボックスへの協力などには極めて消極的で、若手に対
する手本になっていない。

また、せっかく入ってきた新会員なのに、シニア会員が上手におもてなしを出来ないことから新会員が居心地の悪さを感じ退
会していくという場面が何度となくあった。その理由に一つに、シニア会員が自分たちの仲間とだけ同じテーブルに座り、他の
会員を寄せ付けない傾向があることだ。こういったシニア会員たちは言う。

「別に新会員を邪険にしているわけではない。向こうから胸襟を開いてくればいいことだ」例会は週に一回のこと、自分の仲
間と一緒にいたい気持ちも分からないわけではないが、緊張している新会員のために、彼らの緊張を緩和してあげる役割も現
役会員にはあると思う。新会員にしてみれば、せっかく入ったロータリーだ。出来るだけいろいろな人と仲良くなりたいと考える
のは自然なことだ。それに応えるのは、現役会員たちの責務だ。立派な先輩は、まず自分から新会員に話しかけ、席に案内し、
隣りに座って雑談に応じる、という態度を取ってくれる。

私がクラブ会長のとき、日本のロータリークラブの創始クラブである東京ロータリークラブへメークにいったことがある。帝
国ホテルの大会場に高崎クラブの会員10人を連れてお邪魔をした。その際に受けた先方の会員たちのフレンドリーでフランク
な応対には痺れたものだ。流石は東京ロータリークラブだ、という感想を皆が持った。見渡せば、テレビで見掛ける顔ぶれがた
くさんいる。そういった人たちが皆、親切なのだ。ロータリアンの鑑を見た気がした。
原因②新会員へのフォローが不足していること

新会員は、近い将来その周辺の友人たちを連れてきてくれるキーマンであり、その反面彼らを失う（クラブを辞める）ことは
その周辺の新会員ターゲット層を根こそぎ失うことを意味する。彼らが、クラブに居続けることは有意義だと思える環境を作る
ことが大切なのだ。それには、彼らの紹介者やクラブのシニア会員、会長や幹事の役員たちのバックアップ（フォロー）が必要
だ。また彼らに対し、単にお客様のようなおもてなしをするのではなく、彼らがロータリーを知り、好きになり、楽しむようになれ
る教育を提供することが大切なのだ。それは本来、彼らを迎え入れたクラブが責任を持って取り組むべきことなのだが、それ
が出来るクラブは少ない。彼らはロータリー知識を得る機会が与えられることなく、ただ例会に出席し、ポツネンと昼メシを
食って帰るだけのロータリー活動になってしまう。これでは続くはずがない。
解決策①例会場での着席場所を毎回抽選にした

そこで、毎週、例会において同じテーブルに同じ会員、グループが座らない工夫として、私は着席場所を一年間、毎回抽選に
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した。そうすれば、会員は毎回いろいろな人と交流ができる。なんと楽しいことか、と独りで納得した。ところがそう決めた途
端、シニア会員から多くの叱声、罵声が飛んできた。しかもその声は私にではなく、私の女房役の幹事に対して向けられた。で
も、幹事はこう言ってひるまなかった。「これは、田中会長が決めたことです。田中さんは他人の言うことは聞かない人です。皆
さん、ご存知でしょう？」

その後は、誰からもその件についてのクレームはなかったという。良いと思ったことはやり遂げることが大切だ。
解決策②メークを奨励した

私の会長年度では、「KOC（Know Other Clubs）キャンペーン」（他クラブを知ろう）というメーク奨励のイベントを行った。
一年を通じ、他クラブへのメーク回数が一番多かった会員を会長が表彰するというものだ。その効用は次のとおり。

ⅰ 他クラブに行って友人に会い、情報交換ができる。
ⅱ メークを知らない新会員を連れて行き、他クラブの雰囲気を体験させることができる。
ⅲ 他クラブにおける見習うべき点を知り、自クラブの運営に取り込むことができる。

実際、こういうことがあった。
ⅰ 高崎市外の他クラブにメークに行って、ロータリーに入りたいという高崎の経営者を紹介してもらったケース
ⅱ 高崎市外の他クラブにメークに行って、高崎への転勤の報告とそのクラブに退会の挨拶をしている人を見かけ、クラ

ブに誘ったケース
ⅲ 他クラブにメークに行って、その場で同業者から仕事が回ってきたケース
ⅳ 他クラブにメークに行って、合同の社会奉仕活動が決まったケース

以上、すべて実話である。つまりは、数多くのメーク経験が多くのチャンスに巡り合わせてくれる、という当然の帰結である。
KOCキャンペーンの一等賞は、なんと一年に32回のメークをした会員だった。
最近は、私はKOCキャンペーンに続き、「メーク・ツアー」という他クラブ訪問の企画をしている。一人では訪問出来ないとい

う若手会員数人を引き連れ、私がその案内役を務めている。これまでに、国内のクラブはもとより海外のクラブにも数回行っ
た。その経験者は延べで150人を超えている。皆、メークのベテランになった。

その他、解決策はたくさんある。皆で考えて、苦労して、会員増強活動の結果入ってきてくれた新会員を簡単には失わないで
欲しい。

以上は、拙著『ロータリークラブに入ろう！』（幻冬舎ルネッサンス新書・2021年6月刊）から抜粋した。詳しくは、拙著を参照
してください。

第１地域ロータリーコーディネーター補佐　田中 久夫（高崎RC）

行　　　　事　　　　名 場　　　所日　　　時
第１回奉仕プロジェクト特別会計委員会
第５回補助金小委員会
ロータリー研修デー
ロータリー研修デー
第４回ポリオプラス・ロータリーカード推進合同小委員会
第２回地区運営会議
第５回RYLA小委員会
2022学年度米山記念奨学生面接選考会
2022-23年度第２回ガバナー補佐会議
2022-23年度補助金管理セミナー
第２回ガバナー指名委員会
第２回ガバナー諮問委員会
第５回職業奉仕委員会
第５回環境の保護小委員会
第３回資金推進小委員会
第５回青少年交換小委員会
2022-23年度青少年交換派遣候補生第２回オリエンテーション
第２回全国RYLA研究会地区実行委員会
第６回RLI小委員会
第３回ローターアクト委員会

神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
神戸ポートピアホテル  和楽／布引・北野
神戸ポートピアホテル  トパーズ／エメラルド
神戸ポートピアホテル  パール
ガバナー事務所会議室
神戸三宮東急REIホテル  ローズ／オンライン
三宮研修センター  ４階
神戸ポートピアホテル  菊水
神戸ポートピアホテル  和楽
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  本館29階  聚景園
オンライン
神戸三宮東急REIホテル  ローズ
神戸三宮東急REIホテル  ローズ
神戸ポートピアホテル  のじぎく
神戸ポートピアホテル  和楽
神戸三宮東急REIホテル  メイプル
オンライン
神戸三宮東急REIホテル  ローズ／オンライン

16:00～17:00
17:00～19:00
13:30～16:00
10:00～16:30
16:00～17:30
16:00～17:00
18:00～20:00
 9:00～17:00
10:00～12:00
13:00～17:00
16:00～16:30
17:00～18:00
17:30～19:00
14:00～16:00
16:00～18:00
10:00～12:00
13:00～16:00
17:30～18:45
18:00～19:30
10:00～12:00

3（金）

4（土）
5（日）
9（木）

10（金）
11（土）

12（日）

14（火）

17（金）
18（土）

19（日）

21（火）
23（木）
26（日）

◆12月の地区活動記録
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冠名基金設立（設立年度順）

姫路中央ロータリークラブ
1994-95年度設立
姫路中央ロータリークラブ
グローバル補助金（奨学金）
冠名基金

宮本　　一（芦屋）
2008-09年度設立
宮本一
ロータリー平和センター冠名基金

三木　　明（姫路）
2017-18年度設立
三木明＆千春
ロータリー平和センター冠名基金

丸尾　研一（神戸西神）
2017-18年度設立
丸尾研一＆正子
水と衛生のための冠名基金

久保　太郎（尼崎北)：故人
2017-18年度設立
久保太郎＆貴美
水と衛生のための冠名基金

古屋　耕三（和田山）
2017-18年度設立
古屋耕三＆茂美
水と衛生のための冠名基金

那須　範満（宝塚中）
2018-19年度設立
那須範満＆次子
ロータリー平和センター冠名基金

松井　照男（神戸東）
2021-22年度設立
松井照男冠名基金（シェア）

《冠名基金とは》
寄付者または特定の方のお名前のついた冠名基金。
冠名基金を設置した場合、元金はそのままで、投資収益の一部のみが寄付者が指定したプログ
ラムに恒久的に活用されます。詳細については2020-21年度ガバナー月信12号６～７ページ
を参照ください。

大室　　　（宝塚武庫川）
2013‒14年度設立
大室　＆和代冠名基金
（平和センター終了証取得プログラム）

姫路中央RC

2680地区
2020‒21年度設立
RID2680地区冠名基金
（重点分野：環境）

2680地区

皆さんのクラブでは、せっかく入ってきた新会員が３年も経たずにクラブを辞めていくケースがありませんか？しかも、それ
が頻繁であるとコトは厄介かも知れませんよね。

その原因を探ったことがありますか？
その原因について、私の経験を踏まえて分析し、その障害を取り除き、新会員がクラブが楽しいと思うようになるための方策

をお教えしましょう。
原因①シニア会員が自ら自覚すべきことを正しく認識していないこと

特に会長を経験したシニア会員は、もうクラブ内の運営については卒業した気分になって協力的ではなくなることだ。クラブ
のことより、自分のことが優先するとの考えを持つ人がいる。

「俺はいままでクラブに充分に協力してきた。もういいだろう」という感覚だ。でも、クラブを辞めようとはしない。ロータリア
ンとしてのステータスは保持したいのだ。特に、各種の寄付金やニコニコボックスへの協力などには極めて消極的で、若手に対
する手本になっていない。

また、せっかく入ってきた新会員なのに、シニア会員が上手におもてなしを出来ないことから新会員が居心地の悪さを感じ退
会していくという場面が何度となくあった。その理由に一つに、シニア会員が自分たちの仲間とだけ同じテーブルに座り、他の
会員を寄せ付けない傾向があることだ。こういったシニア会員たちは言う。

「別に新会員を邪険にしているわけではない。向こうから胸襟を開いてくればいいことだ」例会は週に一回のこと、自分の仲
間と一緒にいたい気持ちも分からないわけではないが、緊張している新会員のために、彼らの緊張を緩和してあげる役割も現
役会員にはあると思う。新会員にしてみれば、せっかく入ったロータリーだ。出来るだけいろいろな人と仲良くなりたいと考える
のは自然なことだ。それに応えるのは、現役会員たちの責務だ。立派な先輩は、まず自分から新会員に話しかけ、席に案内し、
隣りに座って雑談に応じる、という態度を取ってくれる。

私がクラブ会長のとき、日本のロータリークラブの創始クラブである東京ロータリークラブへメークにいったことがある。帝
国ホテルの大会場に高崎クラブの会員10人を連れてお邪魔をした。その際に受けた先方の会員たちのフレンドリーでフランク
な応対には痺れたものだ。流石は東京ロータリークラブだ、という感想を皆が持った。見渡せば、テレビで見掛ける顔ぶれがた
くさんいる。そういった人たちが皆、親切なのだ。ロータリアンの鑑を見た気がした。
原因②新会員へのフォローが不足していること

新会員は、近い将来その周辺の友人たちを連れてきてくれるキーマンであり、その反面彼らを失う（クラブを辞める）ことは
その周辺の新会員ターゲット層を根こそぎ失うことを意味する。彼らが、クラブに居続けることは有意義だと思える環境を作る
ことが大切なのだ。それには、彼らの紹介者やクラブのシニア会員、会長や幹事の役員たちのバックアップ（フォロー）が必要
だ。また彼らに対し、単にお客様のようなおもてなしをするのではなく、彼らがロータリーを知り、好きになり、楽しむようになれ
る教育を提供することが大切なのだ。それは本来、彼らを迎え入れたクラブが責任を持って取り組むべきことなのだが、それ
が出来るクラブは少ない。彼らはロータリー知識を得る機会が与えられることなく、ただ例会に出席し、ポツネンと昼メシを
食って帰るだけのロータリー活動になってしまう。これでは続くはずがない。
解決策①例会場での着席場所を毎回抽選にした

そこで、毎週、例会において同じテーブルに同じ会員、グループが座らない工夫として、私は着席場所を一年間、毎回抽選に
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した。そうすれば、会員は毎回いろいろな人と交流ができる。なんと楽しいことか、と独りで納得した。ところがそう決めた途
端、シニア会員から多くの叱声、罵声が飛んできた。しかもその声は私にではなく、私の女房役の幹事に対して向けられた。で
も、幹事はこう言ってひるまなかった。「これは、田中会長が決めたことです。田中さんは他人の言うことは聞かない人です。皆
さん、ご存知でしょう？」

その後は、誰からもその件についてのクレームはなかったという。良いと思ったことはやり遂げることが大切だ。
解決策②メークを奨励した

私の会長年度では、「KOC（Know Other Clubs）キャンペーン」（他クラブを知ろう）というメーク奨励のイベントを行った。
一年を通じ、他クラブへのメーク回数が一番多かった会員を会長が表彰するというものだ。その効用は次のとおり。

ⅰ 他クラブに行って友人に会い、情報交換ができる。
ⅱ メークを知らない新会員を連れて行き、他クラブの雰囲気を体験させることができる。
ⅲ 他クラブにおける見習うべき点を知り、自クラブの運営に取り込むことができる。

実際、こういうことがあった。
ⅰ 高崎市外の他クラブにメークに行って、ロータリーに入りたいという高崎の経営者を紹介してもらったケース
ⅱ 高崎市外の他クラブにメークに行って、高崎への転勤の報告とそのクラブに退会の挨拶をしている人を見かけ、クラ

ブに誘ったケース
ⅲ 他クラブにメークに行って、その場で同業者から仕事が回ってきたケース
ⅳ 他クラブにメークに行って、合同の社会奉仕活動が決まったケース

以上、すべて実話である。つまりは、数多くのメーク経験が多くのチャンスに巡り合わせてくれる、という当然の帰結である。
KOCキャンペーンの一等賞は、なんと一年に32回のメークをした会員だった。
最近は、私はKOCキャンペーンに続き、「メーク・ツアー」という他クラブ訪問の企画をしている。一人では訪問出来ないとい

う若手会員数人を引き連れ、私がその案内役を務めている。これまでに、国内のクラブはもとより海外のクラブにも数回行っ
た。その経験者は延べで150人を超えている。皆、メークのベテランになった。

その他、解決策はたくさんある。皆で考えて、苦労して、会員増強活動の結果入ってきてくれた新会員を簡単には失わないで
欲しい。

以上は、拙著『ロータリークラブに入ろう！』（幻冬舎ルネッサンス新書・2021年6月刊）から抜粋した。詳しくは、拙著を参照
してください。

第１地域ロータリーコーディネーター補佐　田中 久夫（高崎RC）

行　　　　事　　　　名 場　　　所日　　　時
第１回奉仕プロジェクト特別会計委員会
第５回補助金小委員会
ロータリー研修デー
ロータリー研修デー
第４回ポリオプラス・ロータリーカード推進合同小委員会
第２回地区運営会議
第５回RYLA小委員会
2022学年度米山記念奨学生面接選考会
2022-23年度第２回ガバナー補佐会議
2022-23年度補助金管理セミナー
第２回ガバナー指名委員会
第２回ガバナー諮問委員会
第５回職業奉仕委員会
第５回環境の保護小委員会
第３回資金推進小委員会
第５回青少年交換小委員会
2022-23年度青少年交換派遣候補生第２回オリエンテーション
第２回全国RYLA研究会地区実行委員会
第６回RLI小委員会
第３回ローターアクト委員会

神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
神戸三宮東急REIホテル  ボールルームB
神戸ポートピアホテル  和楽／布引・北野
神戸ポートピアホテル  トパーズ／エメラルド
神戸ポートピアホテル  パール
ガバナー事務所会議室
神戸三宮東急REIホテル  ローズ／オンライン
三宮研修センター  ４階
神戸ポートピアホテル  菊水
神戸ポートピアホテル  和楽
ガバナー事務所会議室
神戸ポートピアホテル  本館29階  聚景園
オンライン
神戸三宮東急REIホテル  ローズ
神戸三宮東急REIホテル  ローズ
神戸ポートピアホテル  のじぎく
神戸ポートピアホテル  和楽
神戸三宮東急REIホテル  メイプル
オンライン
神戸三宮東急REIホテル  ローズ／オンライン

16:00～17:00
17:00～19:00
13:30～16:00
10:00～16:30
16:00～17:30
16:00～17:00
18:00～20:00
 9:00～17:00
10:00～12:00
13:00～17:00
16:00～16:30
17:00～18:00
17:30～19:00
14:00～16:00
16:00～18:00
10:00～12:00
13:00～16:00
17:30～18:45
18:00～19:30
10:00～12:00

3（金）

4（土）
5（日）
9（木）

10（金）
11（土）

12（日）

14（火）

17（金）
18（土）

19（日）

21（火）
23（木）
26（日）

◆12月の地区活動記録
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新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

自動車販売
7/13入会

四宮慶太郎
塗料配布
12/6入会

中田桂太郎

西　　　脇

尼　崎　西 加　古　川

社会保険労務士
4/13入会

中井　智博

福祉サービス
12/6入会

後藤　高広

神　　　崎

仏教
2022/1/13入会

寺河　俊紀

不動産賃貸業
9/29入会

池元　宏行

明　石　北

アルミサッシMD
1/11入会

櫻井　庸介

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
井上　隆雄

（篠山）
堀口　純男

（篠山）
畑　　一弥

（神戸西）
斎藤満知子

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
山内　利樹

（篠山）
丸尾　雅弘

（加古川中央）
前川　忠範

（加古川中央）
釜谷　研造

（篠山）
古杉　和広

（篠山）
栗山　泰三

（篠山）
小山　芳弘

ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
石田真太郎

（篠山）
飯田　天祥

（篠山）
石井　祥平

（西脇）
金田　　実

（赤穂）
寺田　眞康

産業機械製造
12/6入会

瀧川　松平

（明石北）
兼古　茂樹

（明石北）
柿野　明男
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ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

米山功労者（1回）米山功労者（3回） 米山功労者（2回）

米山功労者（1回）

米山功労者（7回） 米山功労者（6回） 米山功労者（4・３回）米山功労者（5回）

（尼崎北）
武本　正照

（篠山）
満仲　諦雅

（伊丹）
池信　秀明

（篠山）
田中　義治

（加古川）
松﨑　正俊

（伊丹）
滝内　秀昭

（加古川）
藤本　陽一

（尼崎北）
齊藤　竜政

（加古川）
髙見　徳男

（篠山）
石井　祥平

（尼崎北）
下境田耕治

（尼崎北）
岸本　敏裕

（篠山）
月森　一延

（篠山）
今井　保晴

米山功労者（9回）

（西脇）
藤井　雅浩

ポール・ハリス・フェロー

（加古川中央）
竹中　　領

（淡路三原）
興津　博捷

（淡路三原）
太田　雅之

（津名）
村上　俊二

ご冥福をお祈り申し上げます

故　三木　政司　氏（龍野）
12月９日　享年66

故　飯島　　健　氏（明石北）
12月12日　享年81

（加古川中央）
衣笠　昭平

米山功労者メジャードナー（20回） 米山功労者メジャードナー（10回）

（篠山）
藤本　善一

（篠山）
小南　稔彦

新会員紹介 ・ 一緒にロータリーライフを楽しみましょう（敬称略・クラブ順）

ご寄付ありがとうございます（敬称略・クラブ順）

自動車販売
7/13入会

四宮慶太郎
塗料配布
12/6入会

中田桂太郎

西　　　脇

尼　崎　西 加　古　川

社会保険労務士
4/13入会

中井　智博

福祉サービス
12/6入会

後藤　高広

神　　　崎

仏教
2022/1/13入会

寺河　俊紀

不動産賃貸業
9/29入会

池元　宏行

明　石　北

アルミサッシMD
1/11入会

櫻井　庸介

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
井上　隆雄

（篠山）
堀口　純男

（篠山）
畑　　一弥

（神戸西）
斎藤満知子

マルチプル・ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
山内　利樹

（篠山）
丸尾　雅弘

（加古川中央）
前川　忠範

（加古川中央）
釜谷　研造

（篠山）
古杉　和広

（篠山）
栗山　泰三

（篠山）
小山　芳弘

ポール・ハリス・フェロー

（篠山）
石田真太郎

（篠山）
飯田　天祥

（篠山）
石井　祥平

（西脇）
金田　　実

（赤穂）
寺田　眞康

産業機械製造
12/6入会

瀧川　松平

（明石北）
兼古　茂樹

（明石北）
柿野　明男
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事務所
〒650-0046  神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル本館7階722号室
TEL：078-304-2680　FAX：078-304-2681
E-mail rid2680@abelia.ocn.ne.jp

国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  吉 岡　博 忠

国際ロータリー第2680地区　2021年12月会員数報告

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　　小　計

3
4
4
3
4
3

4
4
3
3
2
3

3
4
4
3
3
4

2
3
3
4
3
2
4
4

4
3
3
3
3
3

4
4
4
4
3
4

32
41
49
35
30
19

206
43
24
11
14
7

15
114
53
39
41
31
26
21

211
14
19
44
42
34
8

26
19

206
150
111
31
86
15
14

407
57
32
24
35
33
26

207

32
40
52
35
31
19

209
42
23
11
15
7

15
113
53
39
42
31
26
22

213
12
18
44
41
33
7

28
18

201
157
110
31
87
15
13

413
58
32
25
34
32
25

206

0
0
4
1
1
0
6
0
0
0
1
0
1
2
1
1
1
0
0
1
4
0
0
0
0
0
0
2
0
2

11
2
0
1
0
0

14
1
0
1
0
0
0
2

0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

1
0
2
2
4
2

11
0
4
0
3
0
4

11
0
0
3
2
3
4

12
1
0
0
0
2
0
5
2

10
2
1
6
0
1
1

11
8
0
6
2
4
4

24

0
1
1
1
0
0
3
1
1
0
0
0
1
3
1
1
0
0
0
0
2
2
1
0
1
1
1
0
1
7
4
3
0
0
0
1
8
0
0
0
1
1
1
3

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
1
0
0
0
1
0
0
0
0
0

-1
-1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

-1
-1
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0

0
-1
3
0
1
0
3

-1
-1
0
1
0
0

-1
0
0
1
0
0
1
2

-2
-1
0

-1
-1
-1
2

-1
-5
7

-1
0
1
0

-1
6
1
0
1

-1
-1
-1
-1

1
0
1
2
4
2

10
0
4
0
3
0
5

12
0
0
3
2
3
4

12
1
0
0
0
2
0
5
3

11
1
1
6
0
1
1

10
8
0
6
2
4
4

24

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
1
1
1
0
0
3
1
0
0
0
0
1
2
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
1
0
0
3
3
3
0
0
0
1
7
0
0
0
1
0
1
2

◆2021年12月末　 女性会員数………… 121人
◆期 首 か ら の 増 減………………………16人増
◆期首からの女性増減………………………  2人増

◆クラブ数……………………………………　 71RC
◆2021年７月１日　クラブ会員数………2,583人
◆2021年12月末　 クラブ会員数………2,599人

阪
神
第
二

阪
神
第
三

神
戸
第
一

神
戸
第
二

東
播
第
一

東
播
第
二

東
播
第
三

淡

　
　
　路

西
播
第
一

但

　
　
　
　馬

西
播
第
二

尼

　
　
　
　崎

阪
神
第
一

71RC 2,583 119 1215 27 66 5 50 3 16 2合
計

ク
ラ
ブ
名

本年度累計

会 員 数
例
会
数総
数

入
会

入
会

退
会
総
数

う
ち
女
性

う
ち
女
性

う
ち
女
性

退
会
う
ち
女
性

増
減

う
ち
女
性

グ
ル
ー
プ

7月1日
（期首）

12月の
入退会 12月末 グ

ル
ー
プ

ク
ラ
ブ
名

本年度累計7月1日
（期首）

12月の
入退会 12月末

会 員 数
例
会
数総
数

入
会
退
会
総
数

う
ち
女
性

う
ち
女
性

入
会
う
ち
女
性

退
会
う
ち
女
性

増
減
う
ち
女
性

明　　　石
明　石　東
明　石　北
　　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　　小　計

4
4
3

3
3
3
4
3

4
4
3
3
3

3
4
4
4
3

3
4
4
3
4
2

3
4
4
3

4
4
3
4
4

50
44
39

133
36
71
59
39
15

220
48
47
35
44
21

195
31
31
15
33
22

132
78
74
58
61
27
4

302
33
29
40
26

128
36
22
12
29
23

122

1
2
0
3
2
0
0
2
1
5
1
1
2
0
1
5
1
4
0
0
0
5
1
0
1
4
0
0
6
0
2
5
7

14
0
0
0
0
2
2

0
0
0
0
0
2
0
0
0
2
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1

0
0
1
1
0
0
0
0
0
0
0
2
1
0
0
3
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
0
1
1
0
2
0
3
2
0
0
0
0
2

0
0
1
1
1
0
1
0
0
2
0
2
1
0
0
3
1
0
0
0
0
1
3
0
0
3
0
0
6
2
1
2
0
5
2
1
0
0
3
6

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
1

6
0
2
8
0
3

-1
1
0
3
0
0

-1
2
2
3

-1
0
0
2
0
1
0
1
0
1
0
0
2
0
2

-2
0
0

-2
-1
0
0

-2
-5

2
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

-1
-1

56
44
41

141
36
74
58
40
15

223
48
47
34
46
23

198
30
31
15
35
22

133
78
75
58
62
27
4

304
33
31
38
26

128
34
21
12
29
21

117

3
2
0
5
2
0
0
2
1
5
1
1
2
0
1
5
1
4
0
1
0
6
1
0
1
4
0
0
6
0
2
5
7

14
0
0
0
0
1
1

6
0
3
9
1
3
0
1
0
5
0
2
0
2
2
6
0
0
0
2
0
2
3
1
0
4
0
0
8
2
3
0
0
5
0
0
0
0
1
1

2
0
0
2
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
1
0
1
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2‚599


